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主論文の要旨 
Assessment of cerebrospinal fluid flow patterns using the time- 
spatial labeling inversion pulse technique with 3T MRI: Early 
clinical experiences. 
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【要 旨】 
time- spatial labeling inversion pulse 法（以下 Time-SLIP 法）は、
選択的 inversion recovery パルスにより、任意断面の脳脊髄液を内因
性トレーサーとしてラベルし、脳脊髄液の動態変化を画像化する手法
である。今回、健常人を対象とし Time-SLIP 法で重要なパラメーター
である black blood time inversion pulse（BBTI）値の至適値と、健
常人ならびに中脳水道狭窄症を疑われた水頭症例において各脳室間の
髄液動態変化の描出について検討を行った。BBTI 値により脳実質、脳
脊髄液は一定の信号変化を呈し、至適範囲は BBTI=1800-4400ms であっ
た。健常人では全例で各脳室間を行き来する良好な脳脊髄液の動態変
化を捉えることができ、水頭症例では有意差をもってこれらの脳脊髄
液動態変化の低下・消失を認めた。 Time-SLIP 法は脳脊髄液動態変化
を捉えるために非侵襲的で有用な撮影法であると考えられた。 
